
おおさかATCグリーンエコプラザの概要
～環境ビジネスの常設展示場について～
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Ⅳ．20年度の運営について



Ⅰ．施設について

①名 称 : 大阪環境産業振興センター（おおさかATCグリーンエコプラザ）

②主 催 :  おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ実行委員会

大阪市(経済局･環境局) 
アジア太平洋トレードセンター株式会社、日本経済新聞社

③会 場 : ATC(アジア太平洋トレードセンター）ITM棟11階西側

④場 所 : 大阪市住之江区南港北2丁目1番10号 ATCビルITM棟11西側
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⑤面 積 : ４,５００㎡

⑥時 間 : １０時３０分から１７時３０分

⑦休 館 : 月曜日･年末年始(土日祝日もオープン)

⑧オープン：平成１２年６月２０日

⑨顧 問 : 同志社大学経済学部教授 郡嶌 孝

⑩後 援 : 経済産業省､環境省､国土交通省、

大阪府､大阪商工会議所、

関西経済連合会、関西経済同友会



Ⅱ．施設概要 おおさかATCグリーンエコプラザ
（１）

～会場へは、大阪駅から地下鉄で約３０分。アジア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ） ＩＴＭ棟 11階 ～
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アジア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ）
敷地面積：68,000㎡ 延床面積：335,000㎡ 建築面積：48,000㎡ 駐車場：2200台

アジア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ）は、大阪南港にある大型の複合商業施設です。

館内には、オフィス、ショールーム、レストラン、ショップ、アミューズメントなどの施設があり

海に面した絶景のロケーションが特徴です。そして、年間の来場者は800万人を超え、

大阪有数の集客力を誇っています。

その「ATC」の11階に「おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ」があります。



Ⅱ．施設概要 おおさかATCグリーンエコプラザ（２）
～総面積４,５００㎡、出展企業･団体７２社～
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企画・展示ゾーン



エコマークゾーン

財団法人 日本環境協会によるエ
コマーク普及活動の一環として実
現したエコマーク認定商品の展示
ゾーン。エコマーク商品を幅広く展
示しています

３Ｒ 促進啓発 事例展示コーナー

循環型社会形成に向けた３Ｒ促進の
（Reduce,Reuse,Recycle）

ための様々な環境技術を提案・展示

企業ブース スペース

環境問題に取り組む企業･団
体が７２社 常設展示

～エコマーク推進ゾーン、３Ｒ促進コーナー、一般企業 常設展示スペース～

Ⅱ．施設概要 おおさかATCグリーンエコプラザ（３）
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Ⅱ．施設概要 おおさかATCグリーンエコプラ（４）
～ セミナールーム、 イベント会場、 インキュベーションオフィス ～

ビオトープ・プラザ 多目的ホール

最大１５０名収容のセミナー会場

最大１００名収容のイベント会場
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インキュベーションオフィス



Ⅲ．おおさかＡＴＣグリーンエコプラザの運営実績について

１．常設展示場運営事業
①来場者数

②来場団体数

２．環境セミナー・イベント事業
①総事業数

②平成18年度事業例

③平成19年度事業例
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③平成19年度事業例

３．ビジネス交流会活動
①組織について

②４つの研究部会活動について

③具体的活動およびメリットについて

４．広報活動について
①日本経済新聞、ホームページ、

メールマガジンについて



Ⅲ．運営実績

１．常設展示場運営事業（１）

①来場者数の推移(平成２０年3月31日現在) 

◆総来場者数…. 1,634,138人 (平成18年度201,383人) 

250000

来場者数 月別来場者数

35000
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※来場者は毎年２０万人を越え、２００７年８月にオープンからの総来場者数が１５０万人を突破しました。
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②来場団体数の推移(平成20年3月31日現在) 
◆総来場団体数… ２４２９ 団体 (平成19年度 394団体）

(参考：平成１9年度内訳 一般26.4％ 学校47.5％ 行政9.4％、 企業11.4％ その他5.3 ％ ）

Ⅲ．運営実績

１．常設展示場運営事業（２）

団体数 月別来場団体数
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Ⅲ．運営実績

２．環境セミナー・イベント事業（１）

①イベント･セミナー事業 (環境ビジネス振興に直結する事業を実施) 

◆総事業数… イベント170回、セミナー378回

＜イベント実施例＞

平成19年8月19日

「親子環境実験教室｣

＜セミナー実地例＞

平成19年6月21日

７周年記念 エコビジネスフォーラム

11

「親子環境実験教室｣
｢循環型社会形成に向けた企業活動と環境・CSR経営｣



②平成１８年度事業例

１．平成18年5月3日 ２．平成18年6月11日 ３．平成18年6月28日

「GWスタンプラリー」 「親子環境実験教室」 「エコビジネス記念フォーラム」

Ⅲ．運営実績

２．セミナー・イベント事業（2）
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４．平成18年10月25日 ５．平成18年11月6日 ６．平成18年12月14日

「エコビジネスセミナー」 「東京フォーラム」 「エコプロダクツ２００６」



③平成19年度事業例

１．平成19年6月２１日 ２．平成19年８月１９日 ３．平成19年９月９日

「 ７周年記念エコビジネスフォーラム 」 「夏休み親子環境実験教室」 「日曜自然工作教室」

Ⅲ．運営実績

２．セミナー・イベント事業（3）
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４．平成19年１１月１０日 ５．平成19年１月１７日 6．平成19年３月２６日

「エコ検定テキストを読む会」 「特別エコビジネスセミナー 」 「おおさかATCグリーンエコプラザフォーラムIN大阪」



Ⅲ．運営実績

３．ビジネス交流会活動（１）
～会員組織ついて～

ビジネス交流会

おおさかＡＴＣグリーンエコプラザの出展者が

ビジネス交流を目的に設立した組織です。
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研究部会（分科会活動）

ビジネス交流会の会員が中心となり、専門分野

特化した研究や情報交換、そして会員間の交流を

目的に設立した分科会です。現在４つの研究部

が活動しています。（※会費制）



Ⅲ．運営実績

３．ビジネス交流会活動（２）
～研究部会について～

ビジネス交流会 分科会事業(平成１４年度から実施、出展者中心の研究会) 

循環型社会ビジネス研究部会 22回

アジア環境ビジネス研究部会 2回

◆総事業数… 水･土壌汚染対策研究部会 62回

エネルギー対策研究部会 4回

＜水･土壌汚染対策部会＞ ＜循環型社会ビジネス研究部会＞

15

＜エネルギー対策研究部会＞ ＜アジア環境ビジネス研究部会＞



具体的活動について

・公開セミナーの開催／研究部会活動（情報交換、意見交換、勉強会）

資格試験受験サークル／出前セミナー／見学会など

入会メリットについて

Ⅲ．運営実績

３．ビジネス交流会活動（３）
～研究部会の活動について～
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入会メリットについて

・各専門分野の最前線で活躍する企業会員や研究者から、最新情報や

現場の“生”を聞くことが出来ます。

・会員間の交流からビジネスへ発展させることができます。

・大阪市をはじめとする行政機関から部会活動に関する協力を得られやすい。

・おおさかＡＴＣグリーンエコプラザの施設利用や活動支援が受けられます。

・社員教育、人材育成に役立ちます。



Ⅲ．運営実績

４．広報活動について

情報発信事業 (日本経済新聞社から大きなバックアップ) 

◆事業内訳… 日本経済新聞による広告、ホームページ、

メールマガジン、プレスリリース 他

｢日本経済新聞 全国版 １０段広告｣

(出展企業インフォメーションなど)

｢ホームページ｣

＜実施例2＞＜実施例1＞

(出展企業とリンク、

｢メールマガジン｣

(会員に向けて、

＜実施例３＞
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エコセミナーレポートなど) 
(会員に向けて、

エコプラザ最新情報を発信) 



Ⅳ.平成20年度の運営について（1）
 テーマ：低炭素社会の実現と新しい環境ビジネスの創造

□ビジネス向け

・地球温暖化関連セミナーの強化

・テーマを重視した、「ビジネスに活かせるセミナー」の開催

・展示会への参加（ニューアース展、びわ湖環境ビジネスメッセ展）
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・展示会への参加（ニューアース展、びわ湖環境ビジネスメッセ展）

・ビジネス交流会 エネルギー対策研究の強化

（エネルギー問題は、ＣＯ2削減、原油高など次年度最大の関心事です。会員数

を増やし、ＭＤ部会のような活発な活動ができるよう事務局として支援します）

・来場者情報のフィードバック強化

（出展企業に対する来場者の反応、アンケート調査等の情報を充実させます）

・来場者が求める情報、好む情報などの展示パネルを新設します。



平成20年度の運営について（2）
□一般来場者向け

「楽しみながら学べる」をコンセプトに、”来場者に地球環境問題を知って
いただき、そして環境に配慮した行動をとらなければ“という意識を芽生
えさせるような啓発施設にするとともに、来場者を増やすためのＰＲ活
動を強化いたします。

・環境教育に熱心な小、中、高の教師による「子供に教えるための環境講
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・環境教育に熱心な小、中、高の教師による「子供に教えるための環境講
座」の開催

・環境社会検定試験対策セミナーの開催
・体験型の展示品を充実させる。

・「親子で参加できる」「親子で学べる」「親と子がふれあう」 環境イベント
の開催

・自然観察教室の開催（ＡＴＣ周辺の環境観察教室：子供向け）
・人気のあるイベントをシリーズ化する。



詳しくはスタッフまでお問合せ下さい。
ありがとうございました。
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